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フリー音声アシスタントを活用した自律発音練習の試み
水田　佳歩
要　　約
MIZUTA Kaho
　本稿は，スマートフォンの音声認識アプリを用いた自律発音練習で得られた課題を基に，初〜中級の日本語
学習者および中国語学習者を対象に，「siri」や「Google アシスタント」等のフリー音声アシスタント機能を活
用した自律発音練習の実践活動を紹介するものである。音声アシスタントという身近なスマートフォンの機能
を活用することで，操作に躓くことがなく，学習者自らの音声が認識されたか否かわかりやすい指標で，学習
者の発音に関する自己課題発見・解決を支援するだけでなく，教師側にも文節・プロソディーの指導成果が得
られやすい手法であることが分かった。また，日本語のみならず中国語でも成果が得られたことから多言語へ
の汎用性が期待される。今後は音声アシスタント機能を活用した自律発音練習の成果を定量的に評価していく
ため，量的・質的調査を実施していくこととしている。
1　緒言
　筆者および共同研究者たちは，中級日本語学習者にスマートフォンの音声認識アプリを発音正誤判
断ツールとして学習者に自律発音練習を行ってもらい，自ら課題を発見し改善する実践に取り組んで
きた。しかし，アプリの操作方法そのものに戸惑い，本来の練習活動が巧くいかなかった学習者が多
くいたため，手応えを感じつつも，期待する練習効果には達していなかった。そこで，今回は実践方
法を改善し，フリー音声アシスタント機能を自律的かつ継続的に発音矯正を行うツールとして活用し，
発音指導の時間が乏しいプログラムの中で学習者がこれを用いて自らの発音に対する自己課題を発見
し，その改善を目指す実践を試みた。さらに，本手法が中級学習者のみならず，初級日本語学習者お
よび多言語学習への汎用性について検討した。
2　実践対象・方法
2.1　先行研究での課題と改善方法
　以前早稲田大学日本語教育研究センター「総合日本語４（中級）」クラス在籍者 15 名を対象に，プ
レゼンテーション発表原稿の読み上げ練習において，スマホ音声認識アプリを用いて，アプリで生成
された文を発音正誤判断の目安とした原稿読み上げ練習を行い，自ら課題を分析・発見するよう指導し，
課題に対する改善を促した。
　授業の事後アンケートの結果から，どの程度の距離でスマホを持てば巧みに認識するのかなどスマ
ホ音声認識アプリの操作方法に戸惑う学習者が多かったことがわかった。そこで，次の改善方法を検
討した。
①　クラス内で最も使用されていたスマートフォンを対象に，日本語のインストール，キーボード
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　　の設定，音声アシスタントの使い方の手順を図示すること。
②　ピアワークで事前準備をしてもらい，学習者間で協力し合い準備をさせること。
③　母語で音声アシスタントを使用する時間を設け，音声アシスタントの使用に慣れてもらうこと。
④　母語での使用に慣れてから，あいさつ（例 :「こんにちは」）→定型文（例：「○○と申します。
どうぞよろしくお願いします。」→短いセンテンス（学習者に自由に考えてもらう）という順で
日本語の音声アシスタントの使用に慣れてもらうこと。
⑤　携帯電話を所持していない学習学習者のため，パソコンで使用可能な音声アシスタントの使用
方法等についても同様に準備し，必要に応じて配布すること。
2.2　実践対象
　2019 年春学期，筆者は自ら担当した留学生を対象とした日本語クラスにて実践を行った。
初級
総合日本語 4クラス 44 名
口頭表現（技能） 5クラス 57 名
中級 総合日本語 1クラス 17 名
　初級日本語学習者 103 名，中級日本語学習者 17 名，計 120 名を実践対象とした。
2.3　実践方法
　2.1 で提示した改善点を踏まえ，それぞれの授業において自律発音練習を行う方法を次の 3 ステップ
に基づき実践した。
ステップ 1：準備段階
　母語での音声アシスタントの使用を踏まえ、教師の説明および提示したインストール手順の図示に
従ってペアまたはクループで日本語音声アシスタントの準備をしてもらう。音声アシスタントの使用
に慣れてもらう。
ステップ 2：指定文章での共通練習
　まず，教科書の本文を扱う。フリー音声アシスタントを用いて，各自に教師の指定した教科書の本
文を音読させ，認識率を確認した。次に，その認識率を基に，CDのモデル発音を聞かせ，教師より文節・
プロソディーを意識した音読指導を行った。その後，各自がCDのリピートやシャドウイングし、文節・
プロソディーを意識した音読練習を行い，音声アシスタントを用いて再度認識率を確認した。
ステップ 3：個人化した自律練習
　教科書での練習に習慣化してから、期末発表に向け学習者各自に発表原稿を作成させ，オンライン
日本語アクセント辞書（OJAD）の「韻律読み上げチュータスズキクン」機能を用いてモデル発音の作成・
再生方法を紹介したうえ，各自に OJAD およびフリー音声アシスタントにより認識率の確認を行う自
律発音練習を行った。
　なお，今回の実践で任意テキストのモデル発音を提示する際，使用したオンライン日本語アクセン
ト辞書（通称 OJAD http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/ojad/）は日本語教師・学習者のために開発され
たオンライン日本語アクセント辞書である。約 9,000 の名詞と 3,500 の用言の基本 12 活用，約 42,300
のアクセントを調べることができる。更に任意のテキストに対して，特定の語に強いフォーカスを置
かずに読み上げた際に予想されるピッチパターンを表示することもできる。現在，日本語を含め，16
言語での全文説明が対応できる。
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図１：OJAD 扉ページ
　OJAD に「単語検索」「動詞の後続語検索」「任意テキスト版」「韻律読み上げチュータスズキクン」
という 4つの機能がある。
図 2：OJAD　4 機能の紹介
　今回の実践で使用したのは「韻律読み上げチュータスズキクン」（略称「スズキクン」）という機能
である。テキストボックスに任意テキストを入力し，デフォルト表示のまま「実行」すると，下記の
図 3 のように出力される。アクセント型が自動的に付けられ，図の右上にある「作成」をクリックし
て音声を聞くこともできる。また，聴覚のみならず，視覚的にもアクセントやイントネーションが把
握できる。自動生成した音声は，図 3の右上の「話者」のところで女性 2名（F１と F2），男性 2名（M1
と M2）から，話速は 3 種類（Slow, Normal, Fast）から選べる。また，自動生成した音声を PC に保
存してから聞くこともできる。
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図 3：OJAD　任意のテキストの用例
　ただし，開発者の紹介によると，「スズキクン」は機械が学習して推定したアクセントを付与してい
るため，精度は約 90 〜 95% とのことである。なお，読み方が複数ある語彙・感情表現の識別能力が
欠けていること，多少機械音声の不自然さが残ること，自動的に句切ることができないので使用者が
自ら句切りを入れないといけないことといった弱点があるので，使用する際，教師から詳細な説明と
使用指導が必要である。今回の実践では，個人差はあるが，参加者全員が OJAD の機能および使用方
法を把握するのに，30 分前後必要だった。
3　実践結果・考察 
　授業での発音指導および学習者の自律学習を経て，各学習者に聞取り調査を行ったところ，次のこ
とがわかった。
　まず，教室活動においては，学習者が自らの音声が音声アシスタントを通して正しく認識されか否
かに興味を持ち，誤認識された際にはその原因を内省する意識を強く感じることができた。また，初
級クラスで漢字が苦手な学習者から「Google 翻訳」の評価が高かった。その理由として「音声アシス
タント機能」と「翻訳機能」を併用することで，母国語や英語訳を付けることができ，漢字がわから
なくても自分の発音が正しく認識されたかどうかがわかったとの回答が得られた。
　そして，スマートフォンの方が自宅でも手軽にできるという回答が多数得られた。前回の実践と比べ，
フリー音声アシスタントがより身近なツールになっていることがわかった。このことから音声アシス
タントは自律発音練習のツールとしてより広範囲での活用が期待される。
　また，今回，音声アシスタントによる文節・プロソディー指導前後の認識率を比較することで，文
の区切りの重要さを確認し，文節を意識した練習に取り組む学習者が増加した。さらに，音声アシス
タントに認識されたかどうかといったわかりやすい指標のおかげで，指導者側も指導の効果を実感し
やすい手法であると感じた。
　学習者の協働によって，クラスメイトから母語によるインストール方法等の説明を受けることがで
き，初級日本語学習者でもスムーズに事前準備ができるようになった。また，母語でフリー音声アシ
スタントを使用することによって，フリー音声アシスタントに慣れることができ，日本語での操作が
従前の実践方法よりスムーズに進行できたように見受けた。今回の実践からは，初級段階からフリー
音声アシスタントを用いた自律発音練習の実施が可能ということがわかった。
　ただし，今回実施対象とした初級日本語学習者と中級日本語学習者の人数に差があったため，両者
の学習効果等の比較には至らなかった。
4　多言語学習への汎用の可能性 
　なお今回，日本語のみならず，中国語学習者にもフリー音声アシスタントを用いた自律発音練習の
指導を行い，多言語学習への汎用性の検討を試みた。
　実践対象は筆者が担当した中国語講座の受講者で，中国語初級クラス 2 クラス，計 21 名，中級クラ
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ス 1 クラス 13 名である。社会人対象のクラスであるため，受講者は 10 代から 60 代までと日本語クラ
スに比べ幅広い年齢構成である。フリー音声アシスタントの使用について，年齢やスマートフォンへ
の習熟度合いにより所要時間が少々長くなったが，教師および学習者間の協働によって最終的に解決
できた。
　実施方法は日本語とほぼ同様であるが，学習者が各自に作成した発表原稿について，OJAD のよう
なフリーテキスト認識機能を持つ無料発音学習ツールが見つからなかったため，教師より発表原稿を
録音し，モテル発音として提示した。
　フリー音声アシスタントによる学習者の発音の認識率は，日本語に比べ，中国語の認識率は若干低
かった。これは，文節・プロソディーの改善のみでは認識率を改善できず，単音レベルの発音指導と
練習が日本語より重要であるためと考えられる。そして，中国語には OJAD のように，アクセントと
イントネーションを図示する音声学習ツールがないため，学習者は発音およびイントネーションを練
習する際，視覚的ヒントが日本語学習者より少なかった。使用可能なツールの制限により自律学習へ
の応用難易度が高いことが分かった。
　学習者は年齢を問わず，日本語学習者を対象とする実践と同様，自らの発音が音声アシスタントに
正確に認識されるか否かに興味を示し，誤認識された際にはその原因を探るよう内省しようとする意
識を強く感じ，本手法の中国語学習への応用に手応えが得られた。日本語のみならず，他言語学習へ
の汎用性が期待される。
5　今後の課題
　今回の実践結果から，音声アシスタントを活用した自律発音練習は身近なスマートフォンを活用し
たことで，前回の実践と比較して操作面で躓くことがなく，学習者自身による課題の発見と解決に一
定の成果が見られた。今回は学習者への口頭による確認や筆者自らの主観的な感覚に基づくため実践
紹介に留めるが，今後，より具体的音声アシスタントを活用した学習効果を明確にするためアンケー
ト調査の実施および音声アシスタントを用いた自律学習前後の音声認識率の変化について定量的に評
価したいと考えている。
　さらに，各授業終了後，継続的に音声アシスタントを用いた自律発音練習を行ったかについても併
せて追跡調査を行い，継続的な自律発音練習を実施するための要点や注意点を調査・整理したい。
　なお，現在無料で入手できる音声アシスタントおよびオンライン日本語アクセント辞書（OJAD）に
は共通する欠点があり，感情音声については対応していないため，会話文への応用は教師からの個別
指導が欠かせないと考えられる。音声認識ツールの改善を期待しつつ，初級学習で欠かせない会話文
の自律的発音練習の方法を引き続き探っていきたい。
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